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︹
調
査
日
︺

　

平
成
30
年
１
月
19
日

︹
参
加
議
員
︺

17
名

　

平
成
29
年
10
月
厚
生
労

働
省
補
助
事
業
に
採
択
さ

れ
た
、
生
涯
現
役
促
進
地

域
連
携
事
業
の
内
容
に
つ

い
て
調
査
を
行
っ
た
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
み
、

労
働
力
不
足
が
話
題
と
な

っ
て
い
る
中
で
、
企
業
を

退
職
し
た
高
齢
者
が
多
く

い
る
。
こ
の
連
携
事
業
を

活
用
し
て
高
齢
者
の
就
業

意
欲
を
促
進
し
、
受
け
入

れ
る
企
業
に
理
解
を
し
て

も
ら
い
、
若
年
者
の
人
手

不
足
を
補
い
、
地
域
全
体

で
生
涯
現
役
社
会
の
実
現

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
も
の
で
あ
る
。

　

実
施
主
体
は
遠
野
市
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
、
遠
野
商
工
会
、
遠
野

職
業
訓
練
協
会
、
遠
野
市

観
光
協
会
、
遠
野
市
金
融

団
の
６
つ
の
団
体
、
組
織

で
促
進
協
議
会
が
設
立
さ

れ
た
。

　

３
年
間
の
予
算
総
額
は

約
３
８
０
０
万
円
で
あ

り
、
職
員
３
名
で
30
年
度

は
相
談
窓
口
業
務
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
作
成
、
企
業
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
就
職

ガ
イ
ダ
ン
ス
、
各
種
セ
ミ

ナ
ー
の
開
設
、
各
種
ガ
イ

ド
の
養
成
講
座
の
開
催
を

予
定
し
て
い
る
。

　

市
民
総
ぐ
る
み
で
企
業

の
人
手
不
足
を
解
消
し
、

働
く
人
に
も
豊
か
な
第
二

の
人
生
を
送
っ
て
ほ
し
い

も
の
で
あ
る
。

︹
調
査
日
︺

　

平
成
30
年
１
月
19
日

︹
参
加
議
員
︺

　

17
名

　

第
５
回
委
員
会
を
開
催

し
、
市
当
局
か
ら
説
明
を

受
け
た
。
調
査
項
目
は
３

点
で
、
原
木
シ
イ
タ
ケ
の

取
組
状
況
と
利
用
自
粛
牧

草
の
管
理
状
況
、
そ
し
て

今
後
の
処
理
方
針
に
つ
い

て
で
あ
っ
た
。

　

原
木
シ
イ
タ
ケ
に
つ
い

て
は
、
平
成
24
年
度
か
ら

屋
内
保
管
し
て
い
る
乾
シ

イ
タ
ケ
５
ｔ
と
、
平
成
29

年
度
ま
で
原
木
を
チ
ッ
プ

処
理
し
野
積
み
保
管
し
て

い
る
１
７
５
５
ｔ
の
周
辺

空
間
線
量
は
、
ご
く
微
量

で
問
題
は
な
い
と
の
こ

と
。
水
質
調
査
で
は
不
検

出
で
あ
る
が
、
フ
レ
コ
ン

バ
ッ
グ
で
の
保
管
状
況
は

劣
化
が
心
配
さ
れ
て
お

り
、
２
次
対
策
が
必
要
と

思
わ
れ
た
。

　

利
用
自
粛
牧
草
に
つ
い

て
は
、
２
箇
所
に
集
約
さ

れ
１
１
７
０
ｔ
が
保
管
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、

1
箇
所
の
施
設
か
ら
臭
気

が
漂
い
、
防
止
対
策
が
講

じ
ら
れ
た
が
、
臭
い
が
出

る
と
思
わ
れ
る
フ
レ
コ
ン

バ
ッ
グ
の
再
ラ
ッ
プ
化
と

消
臭
シ
ー
ト
被
覆
に
つ
い

て
は
新
年
度
で
実
施
予
定

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

い
ず
れ
も
焼
却
処
理
が

基
本
で
あ
る
が
、
一
向
に

進
ま
な
い
状
況
と
な
っ
て

い
る
。
委
員
会
と
し
て
は

保
管
後
に
一
度
も
測
定
さ

れ
て
い
な
い
物
の
放
射
性

物
質
濃
度
の
定
期
的
な
測

定
実
施
に
よ
る
公
表
と
、

他
市
町
村
が
広
域
に
取
り

組
ん
で
い
る
実
態
の
把

握
、
新
た
な
処
理
方
法
等

に
つ
い
て
検
討
を
求
め
る

こ
と
を
強
く
要
望
し
た
。

︹
視
察
日
︺

　

平
成
29
年

�

12
月
12
日
・
13
日

︹
参
加
議
員
︺

　

萩
野
幸
弘

　

多
田
勉

　

菊
池
由
紀
夫

　

瀧
澤
征
幸

　

多
田
誠
一

　

安
部
重
幸

　

新
田
勝
見

■
全
て
の
人
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
し

　

２
０
１
１
年
に
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
Ｕウ

ネ
Ｎ
Ｅ

Ｈハ

ウ

ス

Ａ
Ｕ
Ｓ
Ｕ
、
特
定
非
営

利
活
動
法
人
Ｕウ

ネ
Ｎ
Ｅ
を
設

立
。

　

現
在
の
正
会
員
は
31

人
、賛
助
会
員
１
１
０
人
。

職
員
は
常
勤
雇
用
７
人
、

パ
ー
ト
２
人
で
、
職
員
に

は
障
が
い
者
２
人
を
含
む
。

　

現
在
の
長
岡
市
の
人
口

は
27
万
人
で
、
法
人
が
位

置
す
る
一
之
貝
地
区
は
標

高
２
５
０
ⅿ
、
人
口
３
０

０
人
余
で
世
帯
数
が
１
１

０
戸
の
集
落
で
あ
る
。

　

法
人
に
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ

ス
Ｕ
Ｎ
Ｅ
と
認
定
農
業
者

Ｕ
Ｎ
Ｅ
が
組
織
さ
れ
、
農

家
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ど
ぶ
ろ

く
醸
造
、
ク
ロ
モ
ジ
栽
培

な
ど
多
く
の
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
今
後
は
本

社
機
能
が
集
中
す
る
東
京

都
港
区
に
営
業
を
展
開
し

て
、
会
社
の
誘
致
Ｐ
Ｒ
に

取
り
組
む
。

▪
１
０
０
％
地
元
産
大
豆

使
用
で
油
揚
げ
（
６
次
産

業
）
の
実
績
良
好

　

あ
げ
家
松
兵
衛
は
創
業

３
年
目
。
地
場
の
高
品
質

大
豆
を
活
か
し
た
事
業
に

思
い
を
強
く
し
て
取
り
組

ん
だ
。

　

製
造
工
程
の
見
学
ス
ペ

ー
ス
を
設
け
、
研
修
を
受

け
入
れ
る
事
業
者
と
し
て

紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

安
全
性
は
も
ち
ろ
ん
、

味
や
品
質
を
追
求
し
、
地

元
か
ら
厳
選
し
た
１
０
０

％
の
「
新
潟
県
産
大
豆
」

と
「
天
然
に
が
り
」
を
使

用
。
大
豆
の
中
で
も
一
番

高
い
単
価
（
キ
ロ
５
０
０

０
円
）
で
購
入
、
１
日
１

８
０
キ
ロ
を
加
工
。
二
度

揚
げ
製
法
に
よ
り
優
れ
た

商
品
化
が
実
現
し
た
。

　

販
売
は
ネ
ッ
ト
販
売
も

手
掛
け
、
着
実
に
販
売
実

績
を
伸
ば
し
て
い
る
。

　

地
元
生
産
農
家
の
活
力

に
つ
な
が
る
な
ど
効
果
が

現
れ
て
い
る
。

市政調査会

放射能汚染対
策調査特別委
員会報告

議 員 有 志
新潟県長岡市
を視察

学んで行動する議会へ

保管されている乾燥シイタケ

【日程と会場】　どの会場にも参加可能です。事前の申し込みは不要です。
4 月 23日（月） 4月 24日（火） 4月 25日（水） 4月 26日（木） 4月 27日（金）

１ 

班
鱒　沢

19時から20時半
老人いこいの家

宮　守
19時から20時半
みやもりホール

附馬牛
14時から15時半
地区センター和室

遠　野
18時半から20時
本庁舎大会議室

２ 

班
松　崎

19時から20時半
地区センター会議室

上　郷
18時半から20時
第３会議室

綾　織
14時から15時半
地区センター和室

３ 

班
達曽部

18時半から20時
地区センター研修室

土　淵
19時から20時半
地区センター和室

小　友
19時から20時半
地区センター和室

青　笹
18時半から20時
地区センター会議室

【 懇談のテーマと方式】　遠野市の直面している「少子高齢化」に対して、子どもを産み育てやすい
支援策、高齢世代が安心して暮せる方策などについてご意見をいただきます。一問一答方式ではなく、
グループごとに自由な意見交換のできるワールドカフェ方式で行います。

　遠野市議会は、平成24年に議会基本条例を制定し、積極的な情報公開、多くの市民の声を聞き、議
員間の討議を重ね、市民に信頼される「開かれた議会」を目指して、毎年、市民との懇談会を開催して
きました。多くの市民にご参加いただき、市の政策に反映させる貴重なご意見をお聞かせください。

「遠野のコレカラをみんなで考えよう」
平成30年度市民と議会との懇談会のお知らせ

あ
げ
家
松
兵
衛
の
工
場
内

視 察 報 告 調 査 報 告


